
2021 年 1 月 12 日 

【学生の皆さまへ】 

IGL 医療福祉専門学校 
 

新型コロナウイルスの感染拡大に伴う学校生活の対応について【1/12 更新】 

 

全国また広島県内においても、これから感染拡大が続くと厚生労働省が予測しています。このた

め、IGL グループとして、様々な行動規制のお願いを発令しています。今後も、ウイルスの持ち込

みや２次感染を防止するため感染防止策を今一度確認し、その内容を遵守してください。 

 

通学や学校内での遵守事項 

 

登  校  前 

① 毎朝体温を測り、体温及び健康状態を記録してください。あわせて過去 2 週間の行動履歴を記録

してください。 

倦怠感、呼吸困難、発熱等の症状や味覚・嗅覚異常等の明らかに通常時と違う症状がある場合に

は登校しないでください。（発熱だけではありません） 

  また、上記の症状以外にも風邪症状に似た体調変化があった場合は登校を見合わせ、学校に相談 

の上、指示に従ってください。 

  ＊上記のような新型コロナウイルス感染拡大に関わる欠席は当分の間、出席停止とします。 

出席停止 

出席すべき日数から除外する。（例：15 回の授業予定が 2 回出席停止となると 13 回の授業となる。試

験の受験資格の計算時の分母が減る。） 

又は、授業の遅れなどが懸念される場合は、遠隔授業、課題授業を自宅で受講し出席とする。実習など

遠隔授業、課題授業が困難な場合、後日補講を受講し出席扱いとする。 

② 手を洗う際や急に咳やくしゃみが出る際に使用できるよう、ハンカチを携帯しましょう。 

  

登  校  時 

① 常時マスクを着用し、人込みをなるべく避けて登校しましょう。 

② 電車やバス、エレベーター等の人の往来がある場所での会話は慎んでください。 

 

スクールバス 

① 密閉空間を避けるため、窓を開けて運行します。消毒液が必要な場合は申し出てください。 

② 車内での会話は慎んでください。 

③ 車内では常時マスクで口と鼻を覆いましょう。 

④ 咳エチケットを守るとともに、不要な会話は慎みましょう。 

 

学校到着時 

① 玄関ロビーに設置されているアルコールで手指消毒をしましょう。 

② エレベーターは人との距離が近くなるため、出来るだけ階段を利用しましょう。 

 

教     室 

① 休憩時間や授業時は窓や出入口を少し開けたままにしましょう。 

  騒音や暑さ寒さが気になる場合は定期的に窓を開けて換気をしましょう。（最低 1 時間に 1 回） 

② 常時マスクを着用しましょう。 

③ 昼食等の食事をする場合は必ず手を洗いましょう。また、向かい合い会話をしながらの食事は控

えましょう。食事前に限らず手洗いはこまめに１日に何度でも行い、必要に応じて手指の消毒も

行いましょう。 

④ 教室に限らず、学校内にいる時は不必要な会話を慎んでください。 



その他 

① 手洗い・うがいは徹底してください。 

② 多くの人が集まる状況を作らず、3 密回避（密閉・密集・密接）に努めてください。 

③ サークル活動（練習試合・対外試合・通常活動等）は 3 密回避を前提とし内容によって一部認め

ます。顧問の教員の指示に従ってください。但し合宿は中止してください。 

④ 可能な限り最低 1 メートルの社会的距離（ソーシャルディスタンス）をとりましょう。 

 

学校外での遵守事項 

 

感染予防 

① 手洗い・うがいを徹底するとともに、必要に応じて手の消毒等も行いましょう。 

② マスク等の咳エチケットを徹底するとともに、できるだけ人混みを避けましょう。 

③ 外出中は、意識して、手で眼、鼻、口等に触れないようにしましょう。（接触感染防止） 

④ 換気の悪い密閉空間、多くの人の密集する場所、近距離の会話での密接場面(3つの「密」)が 

重なる 3密場面を避けましょう。 

⑤ 可能な限り最低 1メートルの社会的距離（ソーシャルディスタンス）をとりましょう。 

⑥ 公共交通機関やエレベーター等の人の往来がある場所での会話はできるだけ慎みましょう。 

⑦ 参加者同士の濃厚接触の可能性が高い行事や会食、不特定多数の人が集まる不要不急の集まりには

出席しないでください。 

 

会     食 

① 同居する家族以外との会食等は控えてください。 

 

健康管理 

以下の指針に従い、自身の健康管理を行う。なお、該当事項が生じた場合には学校に連絡すること。 

【学生本人に関して】 

① 毎朝体温を測り、体温及び健康状態を記録してください。あわせて過去 2 週間の行動履歴を記録    

してください。 

倦怠感、呼吸困難、発熱等の症状や味覚・嗅覚異常等の明らかに通常時と違う症状がある場合に

は外出をしないでください。(発熱だけではありません) 

  また、上記の症状以外にも風邪症状に似た体調変化があった場合は登校・外出を見合わせ、学校 

に相談の上、指示に従ってください。 

② 自身が保健センター等の行政機関から新型コロナウイルス感染者と確定された場合や濃厚接触

者と確定された場合はそれ以降の外出を見合わせ、行政機関の指示に従ってください。 

③ 新型コロナウイルス感染を疑われ、PCR 検査を受けたあるいはこれから受ける近しい人（親族

や頻繁に会う友人等）がいる場合は、その旨を速やかに学校に連絡してください。 

④ 次の症状のいずれかが現れた場合は、「広島県新型コロナウイルス感染症コールセンター（℡082-

241-4566 全日 24時間対応」」に速やかに相談し指示を仰ぎ、学校に連絡してください。 

1. 強いだるさ(倦怠感)や息苦しさ(呼吸困難)、高熱等の強い症状のいずれかがある。 

2. 発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が続いている。 

3. 味覚異常、嗅覚異常が続いている。 

③ 症状の有無にかかわらず、次に該当する場合も、「広島県新型コロナウイルス感染症コールセンタ

ー（℡082-241-4566 全日 24時間対応）」に相談し指示を仰ぎ、学校に連絡してください。 

1. 新型コロナウイルス感染症と確定した者と接触した恐れがある場合。 

2. 新型コロナウイルス感染症の疑いがある者の気道分泌液、体液、糞便等の汚染物質に触った、そ

れらの処理作業に携わった、あるいは、それらの近くにいた。 

3. 新型コロナウイルス感染症の疑いがある患者を診察・看護・介護・同居した。 

 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/covid19-kikokusyasessyokusya.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/covid19-kikokusyasessyokusya.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/covid19-kikokusyasessyokusya.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/covid19-kikokusyasessyokusya.html


登校再開の基準 

【学生本人の場合】 

① 発熱や風邪症状が出た場合 

 １）学校に連絡するとともに、自宅待機とする。 

 ２）発症後少なくとも 8日が経過している、かつ、各種薬剤を服用しない状態で発熱、咳、喀痰、下 

痢、全身倦怠感などが消失してから 3日が経過していること。ただし、快復したことを証明する 

病院等の届出をもってＩＧＬグループ医師連の判定会議にて決議の上で出席停止解除とする。 

② 感染者又は濃厚接触者となった場合 

原則として、感染者は治癒するまで、濃厚接触者は保健所の指示もしくは症状が出ない場合に 

於いては 10日間の出席停止とする。なお、近しい人（親族や頻繁に会う人等）がＰＣＲ検査を受

けた、あるいはこれから受ける方がいる場合は別途、ＩＧＬグループ医師連の判定会議をもって出

席停止期間を定める。ただし、感染者は出勤停止期間中の健康観察票の届出をもって IGL グループ

医師連の判定会議にて決議の上で出席停止解除とする。 

 

【同居家族等の場合】 

① 同居家族等に発熱や風邪様症状が出た場合 

 １）学校に連絡するとともに、自宅待機とする。 

 ２）同居家族等に発熱や風邪様症状が出た場合には、原則として、発症した日から少なくとも 8日間 

の自宅待機とする。 

② 同居家族等が濃厚接触者又は感染者になった場合 

  １）学校に連絡するとともに、自宅待機とする。 

  ２）同居家族等が濃厚接触者又は感染者であることがわかった時点で、直ちに学校に連絡し、保健

所からの指示事項を伝えること。同居家族等が、ＰＣＲ検査で陰性であった場合には、学生本

人は、最大 14日間の自宅待機とする。期間については、自宅待機中の健康観察票の届出をも

ってＩＧＬグループ医師連の判定会議にて決議の上で決定する。 

 

その他 

① 海外渡航は原則中止してください。 

② 就職活動や就職面接は各企業の方針に従うこと。やむを得ず参加する場合は上記の感染予防に十分

留意し、感染予防に努めてください。 

③ 県外への移動は、当分の間、中国・四国９県内に限りましょう。 

ただし、中国・四国県内においても感染者の多い地域への移動は自粛しましょう。 

あわせて、中国・四国 9県以外の県外ならびに感染者の多い地域から来られる方との接触も控えま

しょう。 

④ やむを得ず中国・四国 9県外や中国・四国県内の感染拡大地域へ移動が必要な場合、中国・四国 9

県以外の県外ならびに感染者の多い地域から来られる方との接触する場合は、あらかじめ学校に相

談の上、県外移動届・県外在住者等の接触情報届を担任に提出してください。 

⑤ 上記の場合、次の期間は出席停止・自宅待機となります。なお、期間中は体温、健康状態の確認を

行います。 

中国・四国 9県外や中国・四国県内の感染拡大地域へ移動の場合 10 日間 

中国・四国 9県以外の県外ならびに感染者の多い地域から来られる方との接触する場合 8日間 

 

以上 

 


